














要約:アンケートを用いて都市部に在住する日韓幼児の生活習慣の相違について検討した。

両国とも就眠時間は遅く起床時間や登園時間は日本人の方が早かった。朝食の摂取状況は

日本人の方が良好であった。好き嫌いは韓国人に多かった。通園時間や、通園の際に歩く

時間は韓国人が長く、休園日の外遊びの時間も韓国人の方が長かった。したがって、日常

生活における身体活動量は韓国人の方が多いものと思われた。幼児の生活習慣上の改善す

べき点は、日本人は、十分な睡眠時間の確保と身体活動の増進であり、韓国人は、朝食を

摂ることと好き嫌いの是正である。


